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文
◉
茶
木
　
環
／
撮
影
◉
織
本
知
之

２
０
１
３
年
、
京
浜
急
行
電
鉄
は
創
立
１
１
５
周
年
を
迎
え
た
。

営
業
路
線
は
、
都
心
部
か
ら
浦
賀
に
至
る
本
線
に
、

空
港
線
・
大
師
線
・
逗
子
線
・
久
里
浜
線
を
加
え
た
５
路
線（
総
延
長
87
㎞
）で
あ
り
、

１
９
９
８
年
、
空
港
線
が
羽
田
空
港
国
内
線
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
乗
り
入
れ
、

２
０
１
０
年
に
羽
田
空
港
国
際
線
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
を
開
業
し
て
か
ら
は
、

「
羽
田
空
港
ア
ク
セ
ス
」
を
重
点
事
業
と
し
て
推
進
し
て
き
た
。

そ
し
て
現
在
、
京
急
電
鉄
で
は
次
な
る
成
長
戦
略
と
し
て
、

交
通
の
要
衝
と
し
て
重
要
性
が
高
ま
る
品
川
地
区
と
羽
田
空
港
を
核
に
、

２
拠
点
が
有
す
る
高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
活
用
し
た

「
沿
線
価
値
の
さ
ら
な
る
向
上
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

京
浜
急
行
電
鉄
株
式
会
社
の
原
田
一
之
取
締
役
社
長
に
お
話
を
伺
っ
た
。

特集：羽田空港アクセスの強化
［京急電鉄の「羽田・品川」を核とした沿線価値向上の取り組み］
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「
羽
田
・
品
川
」
を
玄
関
口
と
し
て

―
―
羽
田
空
港
乗
り
入
れ
か
ら
15
年
が
経
過

し
ま
し
た
。「
羽
田
空
港
ア
ク
セ
ス
」
の
イ

メ
ー
ジ
が
確
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

原
田　

１
９
９
８
年
に
羽
田
空
港
国
内
線

タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
を
、
２
０
１
０
年
に
羽
田
空

港
国
際
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
を
開
業
し
、
羽
田
空

港
ア
ク
セ
ス
を
担
う
企
業
と
し
て
の
役
割
を

高
め
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
民
鉄
全
体
に
通
じ
る
傾
向
で
す

が
、
首
都
圏
に
お
い
て
は
、
ど
の
会
社
に
お

い
て
も
ま
だ
人
口
減
少
が
顕
著
に
現
れ
て
い

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
鉄
道
事
業
に

お
け
る
事
業
リ
ス
ク
と
し
て
、
少
子
高
齢
化

に
よ
る
人
口
減
少
へ
の
対
応
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
中
、
当
社
は
羽
田
空
港
に
乗
り

入
れ
、
航
空
路
線
を
通
じ
、
全
国
そ
し
て
世

界
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
羽
田
空
港
と

直
結
し
、
当
社
線
沿
線
に
交
流
人
口
を
受
け

入
れ
て
い
く
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
と
い
う
こ
と

は
、
大
変
恵
ま
れ
た
環
境
に
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
言
い
換
え
れ
ば
、
こ
の
環
境
を
活

か
す
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
京
急
グ
ル
ー

プ
の
将
来
は
な
い
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
―
空
港
線
の
分
起
点
で
あ
る
京
急
蒲
田
駅

付
近
の
高
架
化
も
完
了
し
ま
し
た
。

原
田　

京
急
蒲
田
駅
付
近
連
続
立
体
交
差
事

業
は
、
東
京
都
の
「
都
市
計
画
事
業
」
と
し

て
２
０
０
０
年
12
月
に
事
業
着
手
し
、

２
０
１
２
年
10
月
に
事
業
区
間
全
線
の
高
架

化
が
完
了
し
ま
し
た
。
ま
た
、
京
急
蒲
田
駅

は
本
事
業
に
あ
わ
せ
て
２
層
高
架
構
造
に
改

良
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
ハ
ー
ド
面
で

の
整
備
が
完
了
し
、
羽
田
空
港
ア
ク
セ
ス
の

能
力
を
最
大
限
に
発
揮
で
き
る
体
制
が
整
っ

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

高
架
化
に
伴
い
、
品
川･

都
心
方
面
と
羽

田
空
港
駅
間
、
横
浜
方
面
と
羽
田
空
港
駅
間

と
も
に
直
通
電
車
を
ほ
ぼ
終
日
10
分
間
隔
で

運
行
し
、
所
要
時
間
の
短
縮
を
図
る
な
ど
、

大
幅
な
ダ
イ
ヤ
改
正
を
実
施
し
ま
し
た
。
利

便
性
が
格
段
に
向
上
し
、
当
社
線
を
ご
利
用

に
な
る
お
客
さ
ま
が
着
実
に
増
え
て
い
ま

す
。ま

た
、
本
事
業
に
よ
り
、
正
月
の
箱
根
駅

伝
で
も
知
ら
れ
る
「
京
急
蒲
田
（
空
）
第
1

踏
切
道
」
を
は
じ
め
事
業
区
間
内
に
あ
る
28

カ
所
の
踏
切
を
除
却
し
ま
し
た
。
都
内
で
も

屈
指
の
幹
線
道
路
で
あ
る
環
状
8
号
線
や
国

道
15
号
の
慢
性
的
な
交
通
渋
滞
や
踏
切
事
故

が
な
く
な
り
、
線
路
で
分
断
さ
れ
て
い
た
街

を
一
体
化
す
る
効
果
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

安
全
性
を
高
め
、
魅
力
あ
る
街
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
う
え
で
、
地
域
の
お
役
に
立
て
た

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

除
却
す
る
踏
切
の
数
や
総
事
業
費
の
規
模

で
は
全
国
で
も
最
大
級
と
な
っ
た
京
急
蒲
田

駅
付
近
連
続
立
体
交
差
事
業
で
す
が
、
こ
れ

も
東
京
都
、
大
田
区
、
国
、
そ
し
て
地
元
住

民
の
方
々
か
ら
の
多
大
な
ご
協
力
が
あ
っ
て

実
現
で
き
た
事
業
で
す
。
駅
舎
や
切
替
地
点

の
整
備
な
ど
、
事
業
完
了
に
向
け
て
引
き
続

き
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

―
―
一
方
、
京
急
の
主
要
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
で

あ
る
品
川
駅
が
、
交
通
の
要
衝
と
し
て
期
待

を
集
め
て
い
ま
す
。

原
田　

１
９
６
８
年
に
品
川
駅

－

泉
岳
寺
駅

間
約
1
・
２
㎞
を
開
業
す
る
ま
で
、
本
線
の

起
点
は
品
川
駅
で
、
今
で
も
品
川
駅
に
０
キ

ロ
ポ
ス
ト
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。
品
川
駅
は

Ｊ
Ｒ
各
線
に
接
続
す
る
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
で
あ

り
、
当
社
線
で
は
横
浜
駅
に
次
い
で
乗
降
人

員
が
多
く
、
当
社
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
な

駅
で
す
。

そ
の
品
川
駅
で
は
、
２
０
０
８
年
3
月
か

ら
Ｊ
Ｒ
東
海
の
東
海
道
新
幹
線
す
べ
て
の
列

車
が
停
車
す
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
、

２
０
２
７
年
に
開
業
が
予
定
さ
れ
て
い
る
リ

ニ
ア
中
央
新
幹
線
東
京
方
の
始
発
駅
で
あ
る

こ
と
も
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

報
道
に
よ
る
と
、
２
０
１
４
年
度

中
に
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
東
北
縦
貫
線
が

開
業
し
、
宇
都
宮
線
・
高
崎
線
・
常

磐
線
の
３
路
線
が
東
京
駅
ま
で
乗
り

入
れ
、
品
川
ま
で
の
直
通
運
転
が
可

能
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
品
川
駅

周
辺
の
再
開
発
に
つ
い
て
は
、
15‌

ha

に
及
ぶ
車
両
基
地
の
再
開
発
が
検
討

さ
れ
て
お
り
、
山
手
線
の
新
駅
構
想

な
ど
も
あ
る
よ
う
で
す
。

当
社
線
が
品
川
駅
と
羽
田
空
港
を

15
分
で
結
び
、
東
海
道
新
幹
線
と
将

来
的
に
は
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
も
加

え
た
広
域
交
通
の
拠
点
と
な
る
品
川

は
、
交
通
の
要
衝
と
し
て
、
さ
ら
な

る
発
展
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

―
―
そ
う
し
た
両
拠
点
が
持
つ
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
を
活
用
し
て
、
沿
線
価
値
の
向
上
に
取
り

組
ん
で
い
こ
う
と
い
う
お
考
え
な
の
で
す

ね
。

原
田　

京
急
グ
ル
ー
プ
の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
を

「
品
川
・
羽
田
を
玄
関
口
と
し
て
、
国
内
外

の
多
く
の
人
が
集
う
、
豊
か
な
沿
線
へ
」
と

定
め
て
い
ま
す
。

交
通
事
業
は
人
の
移
動
が
伴
う
も
の
で

す
。
品
川
や
羽
田
と
い
う
玄
関
口
を
通
じ

て
、
た
く
さ
ん
の
お
客
さ
ま
が
当
社
線
沿
線

を
訪
れ
る
。
沿
線
に
広
く
相
乗
効
果
を
波
及

さ
せ
る
事
業
を
展
開
し
、
交
流
人
口
だ
け
で

は
な
く
、
就
労
人
口
や
定
住
人
口
も
増
加
さ

せ
て
い
く
。
品
川
と
羽
田
、
こ
の
２
拠
点
が

持
つ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
沿
線
全
域
の
活
性
化
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に
つ
な
げ
、
多
く
の
人
々
が
集
う
豊
か
な
沿

線
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
羽
田
空
港
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

―
―
羽
田
空
港
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
活
用
と

し
て
は
、
ど
の
よ
う
な
お
考
え
を
お
持
ち
で

す
か
。

原
田　

羽
田
空
港
の
発
着
枠
は
段
階
的
に
増

強
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
内
線
は
２
０
１
３
年

3
月
に
2
万
回
増
枠
さ
れ
、
国
際
線
も

２
０
１
４
年
３
月
に
3
万
回
の
増
枠
が
予
定

さ
れ
て
お
り
、
国
内
・
国
際
の
合
計
で
、

44
・
７
万
回
に
な
り
ま
す
。
国
土
交
通
省
の

資
料
に
よ
れ
ば
２
０
１
２
年
度
の
空
港
利
用

者
数
６
６
７
９
万
人
が
、
２
０
１
７
年
に
は

８
０
３
０
万
人
に
増
え
る
と
予
測
さ
れ
て
い

ま
す
。

京
急
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
羽
田
空
港
ア
ク
セ

ス
に
は
、
鉄
道
の
ほ
か
に
も
バ
ス
、
タ
ク
シ‌

ー
が
あ
り
、
三
位
一
体
と
な
っ
て
利
便
性
の

向
上
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

バ
ス
は
、
羽
田
空
港
発
着
の
リ
ム
ジ
ン
バ

ス
が
46
路
線
で
運
行
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
や
住
宅
地
だ
け
で
は
な
く
、

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
や
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ

ゾ
ー
ト
、
箱
根
や
富
士
山
な
ど
、
人
気
観
光

ス
ポ
ッ
ト
へ
の
直
行
バ
ス
の
運
行
を
開
始
し

て
い
ま
す
。

タ
ク
シ
ー
で
は
、
東
京
、
川
崎
、
横
浜
、

鎌
倉
、
逗
子
、
葉
山
の
各
地
区
で
、「
定
額

制
タ
ク
シ
ー
」
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
羽
田
空
港
と
目
的
地
を
結
ぶ
２
区
間
に

お
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
設
定
し
た
定
額
運
賃

で
タ
ク
シ
ー
を
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
、

「
運
賃
の
不
安
が
な
く
乗
車
で
き
る
」
と
好

評
で
す
。

羽
田
空
港
の
国
際
線
に
つ
い
て
は
、
す
で

に
24
時
間
運
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
当
社
グ

ル
ー
プ
の
対
応
に
は
ま
だ
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

が
あ
り
、
万
全
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
今
後
の

対
応
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
鉄
道
、

バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
、
三
つ
の
交
通
モ
ー
ド
を

う
ま
く
活
用
す
る
こ
と
で
、
深
夜
早
朝
時
間

帯
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
ホ
テ
ル
需
要
の
拡
大
に
も

対
応
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル｢

京
急
Ｅ
Ｘ
イ

ン｣

の
出
店
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

鉄
道
、
バ
ス
と
も
に
公
共
交
通
機
関
と
し

て
当
社
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
他
社
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
な
ど
の
課
題
も
あ
り
ま

す
が
、
京
急
グ
ル
ー
プ
の
総
力
で
さ
ら
に
利

便
性
を
高
め
、「
羽
田
空
港
ア
ク
セ
ス
と
い
え

ば
京
急
」
と
皆
さ
ま
に
言
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
―
品
川
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
活
用
し
た
事

業
に
つ
い
て
も
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

原
田　

先
ほ
ど
も
申
し
上
げ
た
よ
う
に
、
品

川
駅
は
京
急
グ
ル
ー
プ
に
と
っ
て
、
鉄
道
の

起
点
で
あ
る
と
同
時
に
主
要
タ
ー
ミ
ナ
ル
で

す
。
品
川
駅
前
の
好
立
地
を
活
用
し
て
、
賃

貸
ビ
ル
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、
ホ
テ
ル

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

「
京
急
Ｅ
Ｘ
イ
ン
品
川
駅
前
」
が
キ
ー
テ

ナ
ン
ト
の
複
合
施
設
「
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｗ

Ａ　

Ｇ
Ｏ
Ｏ
Ｓ
」
を
は
じ
め
、
京
急
グ
ル
ー

プ
は
、
品
川
駅
の
高
輪
口
周
辺
に
約
６
万
㎡

の
土
地
を
保
有
し
て
い
ま
す
。

現
在
検
討
さ
れ
て
い
る
品
川
駅
周
辺
の
再

開
発
に
関
し
て
、
京
急
グ
ル
ー
プ
と
し
て
、

保
有
資
産
を
ど
う
活
か
し
て
い
く
の
か
、
品

川
の
街
づ
く
り
全
体
を
見
渡
し
、
グ
ル
ー
プ

の
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

東
京
都
や
港
区
、
国
、
関
係
各
所
な
ど
と
協

議
を
し
な
が
ら
、
駅
改
良
や
賃
貸
ビ
ル
事
業

だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
京
急
グ
ル
ー
プ
の

活
躍
の
場
を
創
出
す
る
最
適
な
プ
ラ
ン
を
ま

と
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
―
こ
の
地
域
が
特
区
に
指
定
さ
れ
て
い
る

こ
と
も
大
き
な
弾
み
に
な
り
ま
す
ね
。

原
田　

は
い
。
品
川
・
羽
田
周
辺
地
区
は
、

２
０
１
１
年
12
月
に
国
か
ら
「
国
際
戦
略
総

合
特
区
」
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
特
区

は
、
わ
が
国
の
経
済
成
長
の
エ
ン
ジ
ン
と
な

る
産
業
機
能
の
集
積
拠
点
を
目
指
し
、
全
国

で
７
地
域
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
際
戦

略
総
合
特
区
に
指
定
さ
れ
る
と
、
法
人
税
の

軽
減
等
、
税
制
上
の
支
援
措
置
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
品
川
・
羽
田
周
辺
地
区

は
、「
ア
ジ
ア
ヘ
ッ
ド
ク
ォ
ー
タ
ー
特
区
」
と

し
て
、
外
国
企
業
を
誘
致
す
る
た
め
の
戦
略

的
な
都
市
づ
く
り
が
推
進
さ
れ
ま
す
。
品
川

駅
周
辺
の
再
開
発
は
、
国
の
レ
ベ
ル
で
見
て

も
非
常
に
価
値
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

品
川
に
か
か
る
期
待
は
大
き
い
。
国
際
的
な

視
野
に
お
い
て
も
価
値
が
高
い
ビ
ジ
ネ
ス
エ

リ
ア
の
創
造
を
目
指
し
、
京
急
グ
ル
ー
プ
と

し
て
も
そ
れ
に
応
え
る
街
づ
く
り
を
検
討
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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―
―
京
急
沿
線
で
は
、
も
う
１
カ
所
、
国
際

総
合
戦
略
特
区
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

原
田　

川
崎
・
横
浜
の
臨
海
部
で
、「
京
浜

臨
海
部
ラ
イ
フ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
特
区
」
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
や
は
り
羽
田
空
港
に

至
近
で
あ
る
こ
と
、
鉄
道
や
幹
線
道
路
、
京

浜
港
な
ど
交
通
基
盤
が
充
実
し
て
い
る
こ
と

が
特
区
に
指
定
さ
れ
た
背
景
に
あ
り
ま
す
。

か
つ
て
京
浜
工
業
地
帯
と
し
て
繁
栄
し
た

川
崎
・
横
浜
の
臨
海
部
は
、
相
次
ぐ
工
場
の

移
転
に
よ
っ
て
空
洞
化
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
現
在
は
、
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン

ス
・
環
境
分
野
に
お
け
る
世
界
最
高
水
準
の

研
究
開
発
か
ら
新
産
業
を
創
出
す
る
「
国
際

戦
略
拠
点
」
の
形
成
が
進
ん
で
い
ま
す
。

品
川
に
加
え
て
、
こ
の
川
崎
・
横
浜
地
域

も
、
羽
田
空
港
と
の
至
近
性
が
高
く
京
急
グ

ル
ー
プ
に
と
っ
て
重
要
な
戦
略
拠
点
で
す
。

国
や
自
治
体
の
方
々
も
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
わ
れ
わ
れ
京
急

グ
ル
ー
プ
も
、
羽
田
空
港
と
直
結
す
る
メ

リ
ッ
ト
を
活
か
し
、
当
社
沿
線
に
お
客
さ
ま

を
迎
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
し
て
い

こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

当
社
線
沿
線
に
は
、
品
川
や
羽
田
空
港
に

１
時
間
圏
内
で
直
結
す
る
、
川
崎
・
横
浜
の

産
業
集
積
地
域
、
横
浜
南
部
や
横
須
賀
の
住

宅
地
、
三
浦
半
島
や
鎌
倉
な
ど
自
然
や
歴
史

に
彩
ら
れ
た
観
光
地
な
ど
、
国
内
外
か
ら
注

目
を
集
め
る
地
域
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
沿
線
地
域
で
、
商
業
施
設
や
住

宅
の
供
給
、
流
通
や
生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
、
自
治
体
と
の
連
携
に
よ
る
地
域
振
興

な
ど
新
た
な
取
り
組
み
を
積
極
的
に
進
め

て
、
人
の
流
れ
を
つ
く
り
、
沿
線
人
口
を
増

や
し
て
い
く
。
今
後
は
さ
ら
に
、
全
事
業
に

お
い
て
「
羽
田
空
港
」
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を

意
識
し
て
い
き
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
力
を
活
か
し
世
界
ブ
ラ
ン
ド
へ

―
―
２
０
２
０
年
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
東
京
開
催
が
決
ま
り
、
羽

田
空
港
ア
ク
セ
ス
を
担
う
京
急
グ
ル
ー
プ
の

重
要
性
は
、
さ
ら
に
高
ま
り
そ
う
で
す
。

原
田　

そ
う
で
す
ね
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開

催
時
に
は
、
世
界
中
か
ら
日
本
を
訪
れ
る
選

手
や
お
客
さ
ま
が
、
羽
田
空
港
か
ら
お
台
場

を
は
じ
め
都
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
会
場
や
選
手

村
、
宿
泊
施
設
へ
移
動
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
わ
れ
わ
れ
に
は
そ
の
輸
送
を
全
う
す
る

責
務
が
あ
り
ま
す
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
、
羽
田
空
港
ア

ク
セ
ス
を
担
う
企
業
と
し
て
、
基
盤
を
整
備

し
て
い
き
ま
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
わ
れ

わ
れ
京
急
グ
ル
ー
プ
に
と
っ
て
試
金
石
に
な

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
京
急
グ
ル
ー
プ
は
本

当
に
、
羽
田
空
港
ア
ク
セ
ス
を
担
う
こ
と
が

で
き
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
催
を
支
え
る
都
市
イ
ン
フ
ラ
と
し

て
交
通
面
が
弱
い
と
指
摘
し
た
記
事
を
目
に

し
ま
し
た
が
、
や
る
べ
き
こ
と
が
あ
る
限
り
、

わ
れ
わ
れ
は
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

―
―
京
急
グ
ル
ー
プ
内
の
改
革
も
進
め
ら
れ

て
い
る
と
お
聞
き
し
ま
し
た
。

原
田　

京
急
グ
ル
ー
プ
は
65
社
か
ら
な
り
、

交
通
事
業
を
中
核
に
、
不
動
産
事
業
、
流
通

事
業
な
ど
、
業
種
は
多
岐
に
渡
り
ま
す
。

１
１
５
年
の
間
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
通
し

て
沿
線
の
発
展
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た

が
、
こ
れ
か
ら
は
さ
ら
に
グ
ル
ー
プ
の
総
合

力
を
発
揮
し
、
さ
ら
に
は
連
携
を
強
固
に
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
グ
ル
ー
プ
内
の

全
員
が
同
じ
思
い
で
業
務
に
取
り
組
む
た
め

に
、
京
急
電
鉄
の
社
是
を
グ
ル
ー
プ
理
念
に

改
め
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
全
体
の
事
業
推
進
体
制
に
つ
い

て
も
改
善
し
て
い
ま
す
。
京
急
電
鉄
の
機
構

改
革
を
実
施
し
、
地
域
開
発
本
部
と
都
市
生

活
事
業
本
部
を
一
体
化
し
て
「
生
活
事
業
創

造
本
部
」
を
創
設
し
ま
し
た
。
鉄
道
を
は
じ

め
と
す
る
交
通
事
業
と
、
沿
線
価
値
の
向
上

を
目
指
す
生
活
に
関
す
る
事
業
と
い
う
二
つ

の
大
き
な
柱
に
し
た
わ
け
で
す
。
鉄
道
を
は

じ
め
と
す
る
交
通
事
業
は
、
あ
る
意
味
で
は

沿
線
地
域
の
骨
や
血
管
部

分
で
す
。
そ
こ
に
筋
肉
を

付
け
、
街
と
し
て
花
開
か

せ
る
の
が
「
生
活
事
業
創

造
本
部
」
で
す
。
そ
の
両

方
が
あ
っ
て
こ
そ
、
真
の

沿
線
の
活
性
化
に
つ
な
が

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
―
最
後
に
、「
京
急
」

ブ
ラ
ン
ド
に
つ
い
て
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

原
田　

か
つ
て
は
「
三
浦

海
岸
へ
の
海
水
浴
電
車
」

だ
っ
た
京
急
の
イ
メ
ー
ジ

も
、
今
で
は
「
羽
田
空
港
ア
ク
セ
ス
」
に
変

わ
っ
て
い
ま
す
。「
京
急
」
ブ
ラ
ン
ド
を
さ
ら

に
浸
透
さ
せ
て
全
国
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
確
立

し
、
さ
ら
に
は
世
界
ブ
ラ
ン
ド
を
目
指
し
ま

す
。鉄

道
も
バ
ス
も
流
通
事
業
も
当
社
グ
ル
ー

プ
事
業
す
べ
て
は
サ
ー
ビ
ス
産
業
で
す
。
合

理
化
で
き
る
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、
サ
ー
ビ

ス
業
は
や
は
り
最
後
は
人
の
力
が
要
に
な
り

ま
す
。
京
急
は
社
員
全
員
の
顔
が
見
え
る
規

模
の
企
業
で
す
し
、
グ
ル
ー
プ
の
仕
事
は
す

べ
て
、
人
が
サ
ー
ビ
ス
し
、
人
が
支
え
て
い

る
も
の
で
、
そ
れ
が
「
京
急
」
の
イ
メ
ー
ジ

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
諸
先
輩
が
築
き
上

げ
て
き
た
沿
線
の
方
々
の
「
安
全
な
京
急
・

信
頼
で
き
る
京
急
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
大
切
に

し
て
、
京
急
グ
ル
ー
プ
に
対
す
る
信
頼
に
お

応
え
し
、
さ
ら
に
高
め
て
い
く
た
め
の
努
力

を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

特集：羽田空港アクセスの強化
［京急電鉄の「羽田・品川」を核とした沿線価値向上の取り組み］


